
(57)【要約】

【課題】　電力線の配索経路の確保が容易な車両用電源

装置を提供する。

【解決手段】　車両後部に共に配置される高電圧バッテ

リ１２と補機用バッテリ１６を併用するハイブリッド自

動車において、１２Ｖの補機用バッテリ１６の近傍にフ

ュージブルリンクボックス１８を設ける。バッテリ１２

とバッテリ１６との間の電圧変換を行なうＤＣ／ＤＣコ

ンバータ１４の出力線である電力線３８をエンジンルー

ムに戻さず、フュージブルリンクボックス１８に接続す

る。重要性の高いＥＦＩユニット２４は、ＤＣ／ＤＣコ

ンバータ１４からバッテリ１６に充電時に過剰電流が流

れてフュージブルリンク４４が切断されても動作を維持

する必要がある。電力線３４およびフュージブルリンク

４２を消費電力の比較的小さいＥＦＩユニット２４専用

とすることで、電力線３４の配索経路の確保が容易とな

る。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 両 に お い て 乗 員 座 席 の 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ る 第 １ の 電 源 と 、
　 前 記 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 源 が 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、 電 流 経 路 を 少 な く
と も 第 １ 、 第 ２ の 分 岐 端 子 に 分 岐 す る 分 岐 部 と 、
　 前 記 第 １ の 分 岐 端 子 に 一 方 端 が 接 続 さ れ る 第 １ の 電 力 線 と 、
　 前 記 乗 員 座 席 の 前 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 力 線 の 他 方 端 に 接 続 さ れ る 第 １ の
負 荷 回 路 と 、
　 前 記 第 ２ の 分 岐 端 子 に 一 方 端 が 接 続 さ れ る 第 ２ の 電 力 線 と 、
　 前 記 前 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 電 力 線 の 他 方 端 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 負 荷 回 路 と
を 備 え る 、 車 両 用 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ の 電 源 の 電 源 電 圧 よ り も 高 い 電 源 電 圧 を 供 給 す る
第 ２ の 電 源 と 、
　 前 記 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 電 源 と 前 記 第 ２ の 分 岐 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ 電
圧 変 換 を 行 な う 電 圧 変 換 装 置 と を さ ら に 備 え 、
　 前 記 第 １ の 電 力 線 の 径 は 、 前 記 第 ２ の 電 力 線 の 径 よ り も 細 い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用
電 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力 は 、 前 記 第 ２ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力 よ り も 小 さ く 、
　 前 記 分 岐 部 は 、
　 前 記 入 力 端 子 と 前 記 第 １ の 分 岐 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力
に 応 じ た 容 量 を 有 す る 第 １ の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク と 、
　 前 記 入 力 端 子 と 前 記 第 ２ の 分 岐 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力
に 応 じ た 容 量 を 有 す る 第 ２ の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク と を 含 む 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 用 電 源
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 後 部 の 領 域 は 、 ト ラ ン ク ル ー ム で あ り 、
　 前 記 前 部 の 領 域 は 、 エ ン ジ ン ル ー ム で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 負 荷 回 路 は 、
　 エ ン ジ ン 制 御 用 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト を 含 み 、
　 前 記 第 ２ の 負 荷 回 路 は 、
　 複 数 の 負 荷 回 路 を 含 み 、
　 前 記 車 両 用 電 源 装 置 は 、
　 前 記 前 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 ２ の 電 力 線 の 電 力 を 前 記 複 数 の 負 荷 回 路 に 分 配 す る
第 ２ の 分 岐 部 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 用 電 源 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ の 分 岐 部 は 、 前 記 複 数 の 負 荷 回 路 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 複 数 の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン
ク を 有 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 車 両 用 電 源 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 用 電 源 装 置 に 関 し 、 特 に 、 高 圧 電 源 と 低 圧 電 源 と を 併 用 す る 車 両 の 車 両
用 電 源 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ９ ７ ３ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 ４ ２ Ｖ 系 バ ッ テ リ と １ ４ Ｖ 系
バ ッ テ リ の ２ つ の バ ッ テ リ を 併 用 す る 車 両 用 電 源 回 路 が 開 示 さ れ て い る 。 な お 、 １ ４ Ｖ 系
バ ッ テ リ は 、 充 電 電 圧 と し て 通 常 １ ４ Ｖ が 用 い ら れ る も の で あ り 、 バ ッ テ リ の 出 力 電 圧 の
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点 か ら １ ２ Ｖ バ ッ テ リ と も 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 車 両 用 電 源 回 路 で は 、 ４ ２ Ｖ 系 駆 動 型 の モ ー タ の 定 格 消 費 電 力 は 、 従 来 型 の １ ４ Ｖ
系 駆 動 型 の モ ー タ と 同 等 で あ る 。 電 力 が 同 じ で あ れ ば 駆 動 電 圧 １ ４ Ｖ 系 か ら ４ ２ Ｖ 系 に 高
電 圧 化 す る こ と に よ り 定 格 最 大 電 流 値 は 低 下 す る 。 し た が っ て 、 接 続 用 の 電 源 配 線 を 細 線
化 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ し て こ の 細 線 化 に よ り 、 従 来 太 さ が 太 か っ た モ ー タ 用 の 電 力
線 を モ ー タ よ り 消 費 電 力 の 小 さ い 負 荷 用 の 電 力 線 と 同 じ 太 さ に 統 一 す る こ と が 開 示 さ れ て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ９ ７ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － １ ６ ２ ５ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ３ １ ８ ４ １ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 電 源 電 圧 が 数 百 ボ ル ト 程 度 の 大 容 量 バ ッ テ リ を 搭 載 し 、 こ の バ ッ テ リ に 蓄 積 し た
電 力 を 用 い て 駆 動 用 の モ ー タ を 動 か す 電 気 自 動 車 や こ れ に ガ ソ リ ン エ ン ジ ン を 併 用 す る ハ
イ ブ リ ッ ド 自 動 車 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 車 両 の 場 合 は 、 乗 員 座 席 の 前 方 に あ る エ ン ジ ン ル ー ム 内 に は イ ン バ ー タ が 搭
載 さ れ る の で 、 ス ペ ー ス の 確 保 が 困 難 と な り 補 機 用 の １ ２ Ｖ バ ッ テ リ は 乗 員 座 席 の 後 方 の
ト ラ ン ク ル ー ム 内 に 移 動 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 大 容 量 の 高 電 圧 バ ッ テ リ は 、 乗 員 用 の 座 席 の 後 部 に 配 置 さ れ て お り 、 補 機 用 の バ
ッ テ リ は こ の 高 電 圧 バ ッ テ リ と Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ を 介 し て 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 車 両 の 前 方 の エ ン ジ ン ル ー ム 内 に 負 荷 が 配 置 さ れ 、 後 方 の ト ラ ン ク 内 に 電
源 が 配 置 さ れ る よ う な 車 両 で は 、 電 力 線 を 配 置 す る ス ペ ー ス を ど の よ う に 確 保 し て 車 両 後
方 の 電 源 か ら 車 両 前 方 部 に 配 置 さ れ る 負 荷 に 電 力 を 供 給 す る か が 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 車 体 内 を 配 索 す る 電 力 線 ケ ー ブ ル の 経 路 確 保 が 容 易 で あ る 車 両 用 電 源 装 置
を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 要 約 す る と 、 車 両 用 電 源 装 置 で あ っ て 、 車 両 に お い て 乗 員 座 席 の 後 部 の 領 域
に 配 置 さ れ る 第 １ の 電 源 と 、 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 電 源 が 入 力 端 子 に 接 続 さ れ 、
電 流 経 路 を 少 な く と も 第 １ 、 第 ２ の 分 岐 端 子 に 分 岐 す る 分 岐 部 と 、 第 １ の 分 岐 端 子 に 一 方
端 が 接 続 さ れ る 第 １ の 電 力 線 と 、 乗 員 座 席 の 前 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 電 力 線 の 他 方
端 に 接 続 さ れ る 第 １ の 負 荷 回 路 と 、 第 ２ の 分 岐 端 子 に 一 方 端 が 接 続 さ れ る 第 ２ の 電 力 線 と
、 前 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 電 力 線 の 他 方 端 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 負 荷 回 路 と を 備 え る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 車 両 用 電 源 装 置 は 、 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 電 源 の 電 源 電 圧 よ り も
高 い 電 源 電 圧 を 供 給 す る 第 ２ の 電 源 と 、 後 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 電 源 と 第 ２ の 分 岐
端 子 と の 間 に 接 続 さ れ 電 圧 変 換 を 行 な う 電 圧 変 換 装 置 と を さ ら に 備 え 、 第 １ の 電 力 線 の 径
は 、 第 ２ の 電 力 線 の 径 よ り も 細 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 第 １ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力 は 、 第 ２ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力 よ り も 小 さ
く 、 分 岐 部 は 、 入 力 端 子 と 第 １ の 分 岐 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力
に 応 じ た 容 量 を 有 す る 第 １ の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク と 、 入 力 端 子 と 第 ２ の 分 岐 端 子 と の 間 に
接 続 さ れ 、 第 ２ の 負 荷 回 路 の 消 費 電 力 に 応 じ た 容 量 を 有 す る 第 ２ の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク と
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を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 後 部 の 領 域 は 、 ト ラ ン ク ル ー ム で あ り 、 前 部 の 領 域 は 、 エ ン ジ ン ル ー ム で
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ の 負 荷 回 路 は 、 エ ン ジ ン 制 御 用 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト を 含 み 、 第 ２ の 負 荷
回 路 は 、 複 数 の 負 荷 回 路 を 含 み 、 車 両 用 電 源 装 置 は 、 前 部 の 領 域 に 配 置 さ れ 、 第 ２ の 電 力
線 の 電 力 を 複 数 の 負 荷 回 路 に 分 配 す る 第 ２ の 分 岐 部 を さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 よ り 好 ま し く は 、 第 ２ の 分 岐 部 は 、 複 数 の 負 荷 回 路 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 複 数 の フ ュ ー ジ
ブ ル リ ン ク を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 一 部 の 電 力 線 の 径 を 小 さ く す る こ と が で き 電 力 線 ケ ー ブ ル の 配 索 す る
経 路 確 保 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク の 合 計 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 図 中 同 一 ま
た は 相 当 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し そ の 説 明 は 繰 返 さ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ［ 検 討 例 ］
　 図 ４ は 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 の 電 力 線 の 配 置 お よ び 接 続 に つ い て の 検 討 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 、 車 両 １ ０ １ は 、 乗 員 座 席 の 前 方 に エ ン ジ ン ル ー ム １ ０ ２ を 備 え 、 乗 員
座 席 の 後 方 に ト ラ ン ク ル ー ム １ ０ ４ を 備 え る 。 エ ン ジ ン ル ー ム １ ０ ２ に は Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト
１ ２ ４ と 一 般 負 荷 １ ２ ２ と 、 Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト １ ２ ４ お よ び 一 般 負 荷 １ ２ ２ に 電 力 を 分 岐 す
る た め の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ２ ０ と が 配 置 さ れ る 。 一 般 負 荷 １ ２ ２ と し て は ヘ
ッ ド ラ イ ト な ど の ラ ン プ 類 や オ ー デ ィ オ や 電 動 ウ ィ ン ド ウ 駆 動 用 の モ ー タ な ど が 考 え ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 図 示 し な い が エ ン ジ ン ル ー ム １ ０ ２ に は エ ン ジ ン お よ び モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 、 モ
ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 駆 動 す る た め の イ ン バ ー タ な ど が さ ら に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 車 両 １ ０ １ は 、 ト ラ ン ク ル ー ム １ ０ ４ 内 に 、 イ ン バ ー タ に モ ー タ 駆 動 用 の 電 力 を 供 給 す
る た め の 高 電 圧 の バ ッ テ リ １ １ ２ と 、 バ ッ テ リ １ １ ２ の 電 圧 を １ ２ Ｖ に 変 換 す る Ｄ Ｃ ／ Ｄ
Ｃ コ ン バ ー タ １ １ ４ と 、 補 機 用 の １ ２ Ｖ の バ ッ テ リ １ １ ６ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ッ テ リ １ １ ６ の マ イ ナ ス 端 子 は 接 地 さ れ 、 プ ラ ス 端 子 は フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク １ １ ８ を
介 し て 電 力 線 １ ３ ６ に 接 続 さ れ る 。 ま た Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ １ ４ の 出 力 は 電 力 線 １ ３
４ に 接 続 さ れ る 。 電 力 線 １ ３ ４ お よ び １ ３ ６ は 呼 び ３ ０ （ φ １ １ ． ５ ｍ ｍ ） の 太 い 配 線 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 力 線 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ は 車 両 の 後 方 の ト ラ ン ク ル ー ム か ら 車 両 の 前 方 の エ ン ジ ン ル ー ム
内 の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ２ ０ に 向 け て 配 索 さ れ る 。 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク
ス １ ２ ０ は 、 電 力 線 １ ３ ４ の 一 方 端 と 電 力 線 １ ３ ６ の 一 方 端 と の 間 に 接 続 さ れ る フ ュ ー ジ
ブ ル リ ン ク １ ４ ４ と 、 電 力 線 １ ３ ６ の 一 方 端 と Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト １ ２ ４ と の 間 に 接 続 さ れ る
フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク １ ４ ２ と 、 電 力 線 １ ３ ４ の 一 方 端 と 一 般 負 荷 １ ２ ２ に 含 ま れ る 複 数 の
負 荷 の そ れ ぞ れ と の 間 に 接 続 さ れ る フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク １ ４ ６ ， １ ４ ８ と を 含 む 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク １ ４ ４ は 、 万 一 電 力 線 １ ３ ４ が 短 絡 し た 時 に フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク １
１ ８ が 溶 断 し エ ン ジ ン が 停 止 す る の を 避 け る た め に 必 要 と な る 。 全 体 と し て 、 各 々 の 負 荷
回 路 お よ び 電 力 線 間 に 合 計 ５ つ の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 一 般 負 荷 １ ２ ２ お よ び Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト １ ２ ４ に は １ ２ Ｖ の 電 圧 が 電 源 電 圧 と し て
供 給 さ れ る 。 こ の 電 源 電 圧 は 、 バ ッ テ リ １ １ ６ か ら 供 給 さ れ る 場 合 も あ る し Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ
ン バ ー タ １ １ ４ か ら 供 給 さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し た が っ て 、 電 力 線 １ ３ ４ ， １ ３ ６ は と も に 一 般 負 荷 １ ２ ２ を 駆 動 す る の に 十 分 な 電 流
を 流 す だ け の 太 さ が 必 要 と な る 。 つ ま り バ ッ テ リ １ １ ６ か ら エ ン ジ ン ル ー ム 内 へ 電 力 を 供
給 す る 電 力 線 １ ３ ６ だ け で な く 、 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ １ ４ か ら の 電 力 を エ ン ジ ン ル ー
ム 内 に 供 給 す る た め 、 電 力 線 １ ３ ４ も 太 い 電 力 線 と し て こ の ２ 本 の 電 力 線 を 車 体 に 配 索 し
な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ［ 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ］
　 図 １ は 、 本 発 明 の 車 両 用 電 源 装 置 の 各 要 素 の 配 置 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 車 両 用 電 源 装 置 の 接 続 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 、 車 両 １ に は 乗 員 座 席 の 前 方 に エ ン ジ ン ル ー ム ２ が 設 け ら れ て お
り 、 乗 員 座 席 の 後 方 に ト ラ ン ク ル ー ム ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 車 両 １ は 、 内 燃 機 関 と し て の エ ン ジ ン と バ ッ テ リ で 駆 動 す る モ ー タ と を 併 用 す る ハ イ ブ
リ ッ ド 自 動 車 で あ る 。 エ ン ジ ン ル ー ム ２ に は エ ン ジ ン ２ ６ と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ８ 、 ２
９ と 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ８ 、 ２ ９ と の 間 で ３ 相 交 流 電 力 を 授 受 す る イ ン バ ー タ ２ ７ と
が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ８ は 、 主 と し て エ ン ジ ン の 回 転 に よ っ て 電 力 を 発 生 す る ジ ェ ネ レ
ー タ と し て 動 作 す る 。 ま た モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ９ は 、 主 と し て エ ン ジ ン ２ ６ と と も に 前
輪 ９ を 駆 動 す る モ ー タ と し て 動 作 す る 。 た だ し 、 回 生 制 動 時 に は モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ２ ９
は 電 力 を 発 生 す る ジ ェ ネ レ ー タ と し て 動 作 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 エ ン ジ ン ル ー ム ２ 内 の イ ン バ ー タ ２ ７ の 側 方 に は フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク を 収 容 し 電 力 を 分
配 す る 分 岐 部 と し て 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス ２ ０ が 配 置 さ れ る 。 ま た 、 車 両 進 行 方
向 に 向 か っ て 左 側 の ド ア ６ に は サ イ ド ミ ラ ー ８ が 設 け ら れ て お り 、 サ イ ド ミ ラ ー ８ の 前 方
部 分 の エ ン ジ ン ル ー ム ２ 内 に は Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 示 し な い 後 部 座 席 の 後 方 床 面 に は バ ッ テ リ パ ッ ク が 配 置 さ れ 、 バ ッ テ リ パ ッ ク は バ ッ
テ リ １ ２ と Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ ４ と を 含 む 。 ま た 、 ト ラ ン ク ル ー ム ４ の 後 輪 １ ０ 上 部
付 近 に は 補 機 用 の １ ２ Ｖ の バ ッ テ リ １ ６ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 バ ッ テ リ １ ６ の マ イ ナ ス 端 子 は 接 地 さ れ る 。 バ ッ テ リ １ ６ に 近 接 し て 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ
ン ク を 収 容 し 電 力 を 分 配 す る 分 岐 部 と し て 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ８ が 配 置 さ れ
る 。 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ８ と バ ッ テ リ １ ６ の プ ラ ス 端 子 と が 電 力 線 ３ ２ で 接 続
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ８ は フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ２ 、 ４ ４ を 含 む 。 フ ュ ー ジ ブ
ル リ ン ク ４ ２ 、 ４ ４ の 一 方 端 は と も に 電 力 線 ３ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ４ の 他 方 端 は Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ ４ の 出 力 と 電 力 線 ３ ８ に よ
っ て 接 続 さ れ 、 か つ 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス ２ ０ と 電 力 線 ３ ６ に よ っ て 接 続 さ れ る
。 電 力 線 ３ ６ ， ３ ８ は 呼 び ３ ０ （ φ １ １ ． ５ ｍ ｍ ） の 電 力 線 で あ り 、 大 電 流 を 流 す こ と が
可 能 な 太 さ に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ４ は 、 電 力 線 ３ ６ も し く は 電 力 線 ３ ８ が 万 一 短 絡 し た 時 の 過 剰 電
流 か ら 電 力 線 ３ ６ 、 電 力 線 ３ ８ を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ２ の 他 方 端 は Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ と 電 力 線 ３ ４ に よ っ て 接 続 さ れ
る 。 こ の 電 力 線 ３ ４ は 呼 び ３ （ φ ４ ． １ ｍ ｍ ） で あ る 。 こ れ は Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ の 消 費
電 力 は ラ ン プ 等 の 一 般 負 荷 ２ ２ と 比 べ て 消 費 電 力 が 少 な い か ら で あ る 。 し た が っ て Ｅ Ｆ Ｉ
２ ４ の 消 費 電 力 に 対 応 し て 電 力 線 ３ ４ の 太 さ が 定 め ら れ 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ２ の 許 容
電 流 量 が 定 め ら れ る 。 ま た 、 電 力 線 ３ ６ も し く は 電 力 線 ３ ８ の 短 絡 に よ る 過 剰 電 流 発 生 時
に フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ４ が 溶 断 し て も 、 エ ン ジ ン 停 止 さ せ な い よ う に Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２
４ に は 独 立 し た 経 路 で 電 力 を 分 配 す る 必 要 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス ２ ０ は 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ６ ， ４ ８ を 含 む 。 フ ュ ー ジ
ブ ル リ ン ク ４ ６ ， ４ ８ に よ っ て 電 力 線 ３ ６ の 一 方 端 が 一 般 負 荷 ２ ２ に 含 ま れ る 複 数 の 負 荷
の う ち の 対 応 す る 負 荷 に 接 続 さ れ る 。 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ６ ， ４ ８ の 許 容 電 流 量 は 対 応
す る 負 荷 に 応 じ て 定 め ら れ 、 電 力 線 ３ ６ の 太 さ お よ び フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ４ の 電 流 許 容
量 は 一 般 負 荷 ２ ２ の 合 計 の 電 流 に 応 じ て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ８ の 具 体 的 な 配 置 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ３ を 参 照 し て 、 ト ラ ン ク ル ー ム ４ 内 に 補 機 用 の １ ２ Ｖ の バ ッ テ リ １ ６ が 配 置 さ れ 、 ト
ラ ン ク ル ー ム ４ の 側 壁 で バ ッ テ リ １ ６ の プ ラ ス 端 子 近 傍 に フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １
８ が ね じ 留 め さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 電 力 線 ３ ２ の 一 方 端 は バ ッ テ リ １ ６ の プ ラ ス 端 子 に 接 続 さ れ 、 他 方 端 は フ ュ ー ジ ブ ル リ
ン ク ボ ッ ク ス １ ８ に 接 続 さ れ る 。 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ４ に よ っ て 電 力 線 ３ ２ の 他 方 端 に
対 し て 電 力 線 ３ ８ お よ び ３ ６ の 各 一 方 端 が 接 続 さ れ る 。 電 力 線 ３ ８ の 他 方 端 は バ ッ テ リ パ
ッ ク 内 の Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ １ ４ の 出 力 に ね じ 留 め さ れ る 。 ま た 電 力 線 ３ ６ の 他 方 端 は
エ ン ジ ン ル ー ム 内 の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス ２ ０ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ２ に よ っ て 電 力 線 ３ ２ の 他 方 端 と 電 力 線 ３ ４ の 一 方 端 と が 接 続 さ
れ る 。 電 力 線 ３ ４ の 他 方 端 は エ ン ジ ン ル ー ム ま で 配 索 さ れ Ｅ Ｆ Ｉ ２ ４ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 電 力 線 ３ ６ も し く は 電 力 線 ３ ８ の 短 絡 に よ り フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ４ が 溶 断 し て も 、 フ
ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ４ ２ と 電 力 線 ３ ４ に よ り Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ へ 電 源 電 圧 が 供 給 さ れ る の
で 、 エ ン ジ ン の 運 転 を 続 行 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ で 検 討 し た 場 合 と 比 べ る と 、 電 力 線 ３ ４ を Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ 専 用 と し て 配 索 す る
こ と に し た の で 、 呼 び 径 を 小 さ く す る こ と が で き 、 電 力 線 の 配 索 経 路 を 確 保 す る こ と が 図
４ の 場 合 と 比 べ て 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 バ ッ テ リ １ ６ 近 く に 電 力 線 ３ ６ の 保 護 お よ び 電 力 線 ３ ８ の 保 護 に 兼 用 す る フ ュ ー
ジ ブ ル リ ン ク と 電 力 線 ３ ４ 保 護 用 の フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク と を 設 け る こ と で 、 フ ュ ー ジ ブ ル
リ ン ク の 合 計 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 車 両 走 行 に 重 要 性 の 高 い 電 気 負 荷 と し て Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ を
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例 に と っ て 一 般 負 荷 ２ ２ と 別 経 路 で 電 力 線 を 配 索 す る こ と を 示 し た が 、 車 両 走 行 に 重 要 性
の 高 い 電 気 負 荷 は Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト ２ ４ に 限 ら れ る も の で は な く 、 他 の 重 要 性 が 高 い 電 気 負
荷 を 一 般 負 荷 ２ ２ と は 別 経 路 で 電 力 線 を 配 策 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 に 本 発 明 を 適 用 し た 例 を 説 明 し た が 、 電
気 自 動 車 に 対 し て も 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は な い と 考 え ら
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ
、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 車 両 用 電 源 装 置 の 各 要 素 の 配 置 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 車 両 用 電 源 装 置 の 接 続 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ ッ ク ス １ ８ の 具 体 的 な 配 置 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 の 電 力 線 の 配 置 お よ び 接 続 に つ い て の 検 討 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ， １ ０ １ 　 車 両 、 ２ ， １ ０ ２ 　 エ ン ジ ン ル ー ム 、 ４ ， １ ０ ４ 　 ト ラ ン ク ル ー ム 、 ６ 　
ド ア 、 ８ 　 サ イ ド ミ ラ ー 、 ９ 　 前 輪 、 １ ０ 　 後 輪 、 １ ２ ， １ ６ ， １ １ ２ ， １ １ ６ 　 バ ッ テ
リ 、 １ ４ ， １ １ ４ 　 Ｄ Ｃ ／ Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ 、 １ ８ ， ２ ０ ， １ ２ ０ 　 フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク ボ
ッ ク ス 、 ２ ２ ， １ ２ ２ 　 一 般 負 荷 、 ２ ４ ， １ ２ ４ 　 Ｅ Ｆ Ｉ ユ ニ ッ ト 、 ２ ６ 　 エ ン ジ ン 、 ２
７ 　 イ ン バ ー タ 、 ２ ８ ， ２ ９ 　 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 、 ３ ２ ， ３ ４ ， ３ ６ ， ３ ８ ， １ ３ ４ ，
１ ３ ６ 　 電 力 線 、 ４ ２ ， ４ ４ ， ４ ６ ， ４ ８ ， １ １ ８ ， １ ４ ２ ， １ ４ ４ ， １ ４ ６ ， １ ４ ８ 　
フ ュ ー ジ ブ ル リ ン ク 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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